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（法安 169） 
平成 29 年 3 月 9 日 

都道府県医師会 
医療安全担当理事 殿 
 

日本医師会常任理事 
今村 定臣 

 
レナリドミド製剤及びポマリドミド製剤の 

使用に当たっての安全管理手順の改訂について 
 
今般、医療機関でレナリドミド製剤を誤投与する事案が発生したことから、平成 28 年

8 月 19 日付文書「サリドマイド、レナリドミド及びポマリドミド製剤の院内処方薬の取

扱いについて」（法安 73）にて注意喚起を行いました。平成 28 年度に発生した誤投与事

例（別紙参照）を踏まえて、入院時の薬剤管理に関する記載、病棟看護師等への情報提

供等の手続きを RevMate に追加するなどの所要の改訂を行うこととすることが、平成

29 年 1 月 24 日の薬事・食品衛生審議会医薬品等安全対策部会安全対策調査会の審議を

経て了承されました。 
 それを受けて、厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管理課ならびに安全対策課よ

り「レナリドミド製剤及びポマリドミド製剤の使用に当たっての安全管理手順の改訂に

ついて」について本会宛連絡がありました。 
 今回の RevMate の改訂の概要については、下記のとおりです。 

つきましては、貴会管下会員へのご周知方よろしくお願い致します。 
 
 
                  記 
 
 
（１）用語として、新たに「RevMate 手順に関わる薬剤師」及び「病棟看護師」を定義

する。  
 
（２）提供資材及び教育に関して、次の事項を RevMate に規定する。 
  ① 提供資材に看護師用教育資材を追加する。 
  ② 資材の提供先に「RevMate 手順に関わる薬剤師」及び「病棟看護師」を追加す

る。 
 
（３）入院時の薬剤管理に関して、次の事項を RevMate に規定する。 
  ① 他の薬剤と区別すること。 



  ② 配薬時の本人確認を徹底すること。 
  ③ 服薬後の PTP シートの回収など、適切な服薬確認を行うこと。 
  ④ 他院からの薬剤の持ち込み時や、一時帰宅時等の薬剤管理の手順を設定するこ

と。 
以上 
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